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●新規上市品目２０１６年４月１８日、ラミック顆粒水和剤を上市致しますので、御愛用賜りたく、御案内申し上げます。本剤は、きゅうり、いちごのうどんこ病と灰色かび病に登録(初期ラベル)を取得し、更に作物および適用病害の登録拡大を進めており、より一層使い易い製品を目指して参ります。今回の特集記事として、対象病害となる「うどんこ病・灰色かび病」と、本剤の「特長」についてご紹介させて頂きます。
有効成分：イミノクタジンアルベシル酸塩（15.0％）、ピリオフェノン（4.0％）有効年限：3年 包装：500ｇ×20袋人畜毒性：普通物（毒劇物に該当しないものを指していう通称）

農林⽔産省登録第 2 3 6 4 9 号

「うどんこ病」、「灰色かび病」とは？？春期に問題となる「うどんこ病」と「灰色かび病」についてご説明します。
子のう菌門、ウドンコカビ目
に属する菌類によって引き
起こされる病気の総称。
葉⾯にうどん粉を撒き散ら
したような病斑を生じる。
光合成能⼒の低下による
減収を引き起こし、果実に
発生した場合、商品価値
を損なう。

不完全亜門に属するボト
リティス・ シネレア菌によっ
て引き起こされる病気。
葉や花、および果実で発
病し灰色の微粉末状の
病斑を生じる。
果実病害であり商品価
値をいちじるしく損なう。

「うどんこ病」、「灰色かび病」の発生条件は？昼夜の寒暖差が激しくなる春期は、施設内の湿度変化も激しく、うどんこ病菌や灰色かび病菌にとって好適な生育環境が整います。



「うどんこ病」、「灰色かび病」発生消⻑は？？
春期はうどんこ病や灰色かび病の多発生時期であり、防除対策が重要な時期となります。

秋期の気温低下と共に発生し、厳寒期には一旦収束しますが、春期の気温上昇に伴って再び発
⽣します。春期の発⽣は、病勢が強く菌密度が⾼まります。そのため防除が困難となるばかりか、耐
性菌の発生リスクが高まります。

作物の草勢が衰え、多湿条件で発病しやすい傾向があり、春期の気温上昇に伴って多発します。

いちごの場合

きゅうりの場合



新規有効成分ピリオフェノンとイミノクタジンアルベシル酸塩との混合剤です。各種うどんこ病に安定した効果を示すほか、灰色かび病などとの同時防除が可能な薬剤です。サニテーション効果とマルチスプレット効果の2つの効果で安定した性能を発揮します。既存の各種耐性菌に対しても優れた効果を発揮します。うどんこ病に対して有効な2つの成分を組み合わせることで耐性菌の発達リスクを抑えます。有用生物や天敵に対して影響が少なくIPM体系に適した薬剤です。
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細胞分裂の不全による胞⼦および胞⼦柄の形態異常 健全な胞子および胞子柄
ピリオフェノン処理 無処理ピリオフェノンは、新規の作用性を持ち、うどんこ病に優れた防除効果を発揮します。

・アクチン重合の不全
アクチンは細胞分裂などに重要
な機能を示すタンパク質であり、
ピリオフェノンの作用性は、アクチ
ンの重合不全により、その機能を
低下させると考えられています。

・脂質生合成阻害
病原菌のエルゴステロール（細胞
膜タンパク質）の生合成を他の
DMI剤とは異なる様式で阻害し
ます。
・細胞膜の機能阻害
カリウムイオンの細胞外への異常
漏出を引き起こします。

ピリオフェノンの作用性

イミノクタジンアルベシル酸塩の作用性

新発売

新規有効成分ピリオフェノンとイミノクタジンアルベシル酸塩との混合剤です。

イミノクタジンアルベシル酸塩は、脂質生合成阻害と細胞膜機能阻害のツインアクション
を有し、幅広いスペクトラムを有します。

作物名 適用害虫名 希釈倍数 使⽤液量 使用時期 本剤の使用回数 使用方法 ｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝを含む農薬の総使用回数 ﾋﾟﾘｵﾌｪﾉﾝを含む農薬の総使用回数きゅうり うどんこ病灰色かび病 1000倍 100〜300L/10a 収穫前日まで 3回以内 散布 5回以内 3回以内いちご 2回以内 7回以内(育苗期は5回以内、本圃では2回以内)



周年栽培体系の例促成栽培+抑制栽培周年栽培体系の例いちご きゅうり
ラミック顆粒⽔和剤は、2つの有効成分を組合せたことで耐性菌の発達リスクを抑え、
うどんこ病と灰色かび病の同時防除が可能な薬剤です。従って、春期の基幹防除剤に
位置づけることで効率的な防除が可能です。

�プロパティフロアブルは、サニテーション効果とマルチスプレッド効果の2つの効果で、うどんこ病に卓
越した防除効果を発揮します。従って、年内のうどんこ病防除時期に位置づけることで、うどんこ病の
発病を効果的に抑えます。

� うどんこ病菌と灰色かび病菌は、耐性菌が発達しやすい病害です。耐性菌管理のために、ラミック
WDGやプロパティFL使⽤後は、カリグリーンなどの物理防除剤や、作⽤性が異なるトリフミンを散
布することをおすすめします。

ラミック顆粒⽔和剤は、各種うどんこ病に安定した効果を示すほか、
灰色かび病などとの同時防除が可能です。

ラミック顆粒⽔和剤の上⼿な使い⽅



農林⽔産省は、「農薬登録申請に関わる試験成績について」、薬効・薬害試験の例数をもって、適⽤⼟壌や適用地帯に限らず、国内全地域で同一の使用方法で使用可能なものとして農薬を登録することを発表しました（2014年12月5日発出、2015年1月1⽇施⾏）。
2015年1月1⽇以降に登録申請、適⽤拡⼤した⽔稲除草剤は、適⽤表から
適用地帯区分、適用土壌区分が削除されています。＊適⽤拡⼤しない剤は現⾏ラベルのままになります。
・適⽤表の記載例【新ルールが適用される前の適用表】

【新ルールが適用された後の適用表】
作物 適用雑草名 使用時期 適用土壌 使⽤量 使用回数 使用方法 適用地帯移植水稲 ⽔⽥⼀年⽣雑草ﾏﾂﾊﾞｲ、ﾎﾀﾙｲ、ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ（北海道、東北）、ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ(北海道を除く)、ｳﾘｶﾜ、ｸﾛｸﾞﾜｲ(東北、北陸、近畿･中国･四国)、ｵﾓﾀﾞｶ（九州を除く）、ﾋﾙﾑｼﾛ、ｾﾘ（東北を除く）、ｺｳｷﾔｶﾞﾗ（関東・東山・東海、九州）、ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ（北海道）、ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離（関東・東⼭・東海） 移植後5⽇〜ﾉﾋﾞｴ3.5葉期 但し移植後30日まで 砂 壌⼟ 〜埴土 1kg/10a 1回 湛水散布 全域の普通期及び早期栽培地帯
作物 適用雑草名 使用時期 使⽤量 使用回数 使用方法移植水稲 ⽔⽥⼀年⽣雑草ﾏﾂﾊﾞｲ、ﾎﾀﾙｲ、ﾍﾗｵﾓﾀﾞｶ、ﾐｽﾞｶﾞﾔﾂﾘ、ｳﾘｶﾜ、ｸﾛｸﾞﾜｲ、ｵﾓﾀﾞｶ、ﾋﾙﾑｼﾛ、ｾﾘ、ｺｳｷﾔｶﾞﾗ、ｴｿﾞﾉｻﾔﾇｶｸﾞｻ、ｱｵﾐﾄﾞﾛ･藻類による表層はく離 移植後5⽇〜ﾉﾋﾞｴ3.5葉期 但し移植後30日まで 1kg/10a 1回 湛水散布
適用土壌、適用地帯の区分が削除され、また適用雑草名に記載されていた地域の記載も
削除されています。

・既に適用表から適用地帯、適用土壌の記載がなくなっている石原剤は下記の通りです。センイチＭＸ/フルパワーMX 1キロ粒剤 スケダチエース/ヒエクッパエース 1キロ粒剤アンカーマンDF プレキープ 1キロ粒剤フルイニング/ジャイブ 1キロ粒剤・ジャンボタンボエーススカイ 500グラム粒剤 タンボエース 1キロ粒剤・ジャンボ

◆メリットラベルがより⾒易くなりました。また、地域によって登録がとれていなかった難防除雑草にもご使用頂けるようになり、水稲除草剤を使用する際の選択肢が広がります。
◆デメリット適用土壌や適用地帯の区分が削除されることで、薬剤によっては、特定の地域や土壌において試験事例や知⾒がないまま、登録上は地域･土壌に制限なく使用可能となります。そのため、特に初めて使用される場合は、効果･薬害等に注意する必要があります。

●水稲除草剤の適用表の記載方法がかわります



弊社では、圃場の⼟壌を御送付頂き、その⼟壌中のセンチュウ量を測定し、
防除計画の御参考にして頂く無料サ－ビスを継続実施しております。

●２０１6年3月15⽇〜4月11日までの間に登録された弊社の新農薬（適用拡大を含む）は、次の通りです。（下線部が適用拡大になりました。） 3／16付け適用拡大
アタブロン乳剤

登録変更に関するお知らせ
石原の農薬登録情報

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使⽤液量 使用時期 本剤の使用回数 使用方法 ｸﾛﾙﾌﾙｱｽﾞﾛﾝを含む農薬の総使用回数しそ ハスモンヨトウ 4000倍 100〜300L/10a 収穫14日前まで 2回以内 散布 2回以内
<希釈倍数、使⽤液量の追加>
・適用病害虫名「葉腐病(ﾌﾞﾗｳﾝﾊﾟｯﾁ)」、「炭疽病」及び「赤焼病」に希釈倍数「400倍」使用
液量「0.1L/㎡」を追加する。

3／16付け適用拡大
グリーンワークＷＰ

<適用病害虫名の追加>
・作物名「オクラ」に適用病害虫名「葉すす病」を追加する。

3／16付け適用拡大
トリフミン水和剤

<作物名の追加> 
・作物名「飼料⽤さとうきび」を追加する。
<⽔稲⽤除草剤の登録における適⽤⼟壌、適⽤地帯の区分が廃⽌となったことによる変更>
・適用土壌、適用地帯の欄を削除する。

4／2付け新規登録認可
2,4-Ｄアミン塩


